
 

 

 

 

 

令和６年度の委員会運営方法について 

１ 付議事件 

  オープンイノベーション等による企業支援や誘致促進、グローバル都市の実現、 

文化芸術創造都市や観光・ＭＩＣＥの推進等に関すること。 

 （参考：直近３か年度の調査・研究テーマ） 

年度 調査・研究テーマ 

令和５年度 
企業誘致や観光施策の推進によるさらなるにぎわいの創出を目指す都市・横浜

の実現について 

令和４年度 横浜の魅力を活かした選ばれるグローバル都市・横浜の実現について 

令和３年度 横浜における持続可能な観光都市の在り方について 

 

２ 市会運営委員会（平成 24 年５月８日開催）での特別委員会運営方法に関する決定事項 

・付議事件の調査・研究を目的として、委員間の意見交換、事例視察や参考人意見 

聴取などを行う。 

・委員会報告書は、付議事件に対する結論や一定の方向性を得たとき又は議員任期が 

満了するときに議長に提出するものとする。 

 

３ 令和６年度調査・研究テーマ案について 
GREEN×EXPO 2027を契機とした企業誘致や新産業創出を見据えた横浜経済の 

発展について 

 

（テーマ選定理由） 

 世界的にも環境問題への関心が高まる中で、本市経済の持続可能な成長を実現してい

くためには、市内事業者の脱炭素社会の推進、スタートアップの成長支援に係る取組を

進めていくことが重要である。 

そのためには、GREEN×EXPO 2027を契機に、事業活動における脱炭素化のより一層の

推進や産学官が連携した脱炭素イノベーションの創出に向けた先進的な開発・研究、ま

た技術系スタートアップの集積、成長支援拠点の形成など、国内外からの企業誘致や市

内投資の促進による本市ならではの稼げる新産業創出を見据えた取組を行う必要がある。 

そこで、今年度は、「GREEN×EXPO 2027を契機とした企業誘致や新産業創出を見据えた

横浜経済の発展について」というテーマで調査・研究を行うこととしたい。 
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